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【緒言】導電性高分子は、低コストプロセス、軽量性、柔軟性などの付加価値を電子デバイスに

寄与することが期待される。導電性高分子の膜の凝集状態は、電子デバイスの物性を大きく左右

する。そのため、分子配向膜の作製技術が重要な研究課題となっている。本研究室では、液体基

板上に高揮発性溶媒に溶解させた導電性高分子を滴下することで配向膜が得られる動的 FTM に

ついて報告してきた。[1] 動的 FTMでは基板の温度や粘度などの製膜条件および導電性高分子の

分子量・分子量分布により配向強度が変化する。今回、合成条件を変えて合成した、異なる分子

量の poly(dodecyl-quaterthiophene) (PQT-12)の配向と OFET特性について報告する。 

【実験】クロロベンゼンに溶解した 3,3’’’-Didodecyl-2,2’:5’,2’’:5’’,2’’’-quaterthiopheneを、塩化鉄ヘ

キサン溶液に、0.2または 2mL/minで滴下し 3時間攪拌した後、40℃または 60℃で一晩加熱した。

合成で得られた異なる分子量・分布の４種類の PQT-12 をクロロホルムで溶解し、エチレングリ

コールとグリセリンを 3：1で混合した液体基板上に滴下する

ことで FTM配向膜を得た。得られた配向膜の光学的配向性と

OFETの伝達特性を評価した。 

【結果と考察】滴下速度 2 mL/min、加熱温度 60℃で合成した

PQT-12の偏光吸収スペクトルと OFETの伝達特性を図 1に示

す。図 1(a)より、PQT-12主鎖に沿った平行方向‖とその垂直

方向⊥の偏光吸収スペクトルの差は大きく、高配向である。

また、他の合成条件 PQT-12のスペクトルと比べ吸収波長は長

波長側に存在し、有効π共役が長いことを示唆している。図

1b）より、正孔移動度は PQT-12主鎖の配向方向と平行‖にチ

ャネル形成したとき 0.012 cm
2
/ Vs を示し、垂直⊥のときは

0.004 cm
2
/ Vsであった。高分子量の PQT-12のほうが高い正孔

移動度を示す一方で、光学異方性は分子量分布の広い PQT-12

のほうが高い値を示した。動的 FTM では分子量だけでなく、

その分布が配向性に大きく寄与することが明らかとなった。 
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図 1. 偏光吸収スペクトル

(a)OFETの伝達特性(b) 
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